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『
郷
土
室
だ
よ
り
』
は
昭
和
48
（
１
９
７

３
）
年
に
第
１
号
が
発
行
さ
れ
、
今
号
で

第
１
７
０
号
に
な
り
ま
す
。
そ
の
第
１
号

の
冒
頭
に
「
最
終
的
に
は
中
央
区
に
関
す

る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
わ
か
る
と
い
う
ほ

ど
に
郷
土
―
中
央
区
に
関
す
る
資
料
を
収

集
し
、
皆
様
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
郷
土
資
料
室
と
利
用
者
各
位
と

の
連
契
（
原
文
マ
マ
）
を
密
に
す
る
た
め
、

“
郷
土
室
だ
よ
り
”
を
発
行
」
し
た
経
緯
が

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
今

年
度
い
っ
ぱ
い
で
『
郷
土
室
だ
よ
り
』
は

50
年
近
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
時
の
担
当
者
が
目
指
し
た
最
終
形
を

目
標
に
、
私
た
ち
地
域
資
料
室
職
員
は

日
々
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。「
川
が
な

い
の
に
、
な
ぜ
橋
の
名
前
が
交
差
点
に
付

い
て
い
る
の
か
？
」「
時
代
劇
に
出
て
く
る

町
名
は
ど
こ
？
」
な
ど
、
地
域
資
料
室
に

は
毎
日
多
種
多
様
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
ふ
と
考
え
て
み
る
と
、「
中
央
区
か
ら

消
え
た
モ
ノ
」
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
趣
向
を
変
え
て
、
京
橋
図
書

館
の
地
域
資
料
室
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
テ
ー
マ
で
『
郷
土
室
だ
よ
り
』
を
お

届
け
し
ま
す
。読
者
の
方
の
驚
き
や
発
見
、

学
び
の
契
機
に
な
っ
た
際
に
は
、
京
橋
図

書
館
の
地
域
資
料
室
に
も
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
さ
ら
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

中
央
区
か
ら
な
ぜ
消
え
た
の
か
？
い
つ

な
く
な
っ
た
の
か
？
た
く
さ
ん
あ
る
中
か

ら
、今
回
は
町
名
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
ま
す
。

『
中
央
区
か
ら
消
え
た
モ
ノ
』（  ）１

◇
京
橋
図
書
館
は
京
橋
に
な
い
？

　

京
橋
図
書
館
の
所
在
地
は
築
地
一
丁
目

で
す
。「
今
、
京
橋
駅
で
降
り
た
が
、
図
書

館
ま
で
ど
う
行
く
の
か
？
」
と
い
う
お
問

い
合
わ
せ
を
電
話
で
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。京
橋
図
書
館
と
い
う
名
称
ゆ
え
に
、

銀
座
線
の
京
橋
駅
か
ら
近
い
と
疑
わ
な
い

例
が
意
外
と
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
最

寄
り
駅
は
有
楽
町
線
の
新
富
町
駅
で
、
京

橋
駅
か
ら
図
書
館
ま
で
は
少
し
離
れ
て
い

る
の
で
す
。
な
ぜ
「
京
橋
」
図
書
館
な
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
中
央
区
と
京

橋
図
書
館
の
歴
史
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
８
月
10
日
に

設
立
認
可
さ
れ
、
翌
年
２
月
１
日
に
東
京

市
立
京
橋
簡
易
図
書
館
と
し
て
京
橋
尋
常

小
学
校
内
に
開
館
し
た
こ
と
が
、
京
橋
図

書
館
の
始
ま
り
で
す
。
同
42
年
に
は
、
日

本
橋
図
書
館
が
、
城
東
尋
常
小
学
校
内
に

東
京
市
立
日
本
橋
簡
易
図
書
館
と
し
て
開

館
し
て
い
ま
す
。
所
在
地
は
、
京
橋
図
書

館
が
東
京
市
京
橋
区
金
六
町
21
番
地（
現
・

銀
座
一
丁
目
25
番
）、日
本
橋
図
書
館
が
同

市
日
本
橋
区
箔
屋
町
11
番
地
（
現
・
日
本

橋
三
丁
目
６
番
）
で
す
。
ち
な
み
に
、
大

正
元
（
１
９
１
２
）
年
に
開
館
し
た
月
島

図
書
館
は
同
市
京
橋
区
月
島
通
三
丁
目
７

番
地
（
現
・
月
島
四
丁
目
１
番
）
に
あ
り
、

当
時
の
館
名
は
東
京
市
立
京
橋
第
二
簡
易

図
書
館
で
す
（
京
橋
簡
易
図
書
館
は
明
治

45
年
に
京
橋
第
一
簡
易
図
書
館
に
改
称
）。

　

も
う
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
京
橋
区

に
あ
る
図
書
館
で
京
橋
図
書
館
、
日
本
橋

区
に
あ
る
図
書
館
で
日
本
橋
図
書
館
だ
っ

た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
東
京
市
立
の

簡
易
図
書
館
は
市
内
の
尋
常
小
学
校
内
に

設
置
さ
れ
、
芝
区
に
は
芝
簡
易
図
書
館
、

本
所
区
に
は
本
所
簡
易
図
書
館
な
ど
、
当

時
の
区
名
が
付
さ
れ
た
の
で
す
。し
か
し
、

図
書
館
と
し
て
は
存
続
し
て
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
区
名
は
現
存
し
ま
せ
ん
。

◇
中
央
区
誕
生

　

中
央
区
誕
生
ま
で
の
東
京
の
歴
史
を
遡
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っ
て
見
て
み
ま
す
。
明
治
４
（
１
８
７

１
）
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
府
県
ご

と
に
大
区
と
小
区
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
東
京
府
は
、
６
大
区
97
小
区
で
ス

タ
ー
ト
し
、
同
６
～
７
年
に
か
け
て
見

直
し
が
行
わ
れ
、
11
大
区
１
０
３
小
区

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
区
画
表
示
と

異
な
り
、
全
て
の
区
が
数
字
で
表
示
さ

れ
、
現
在
の
中
央
区
域
は
第
一
大
区
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
11
（
１
８
７
８
）
年
、

郡
区
町
村
編
制
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

従
来
の
大
区
小
区
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

15
区
が
新
た
な
区
名
で
誕
生
し
ま
し

た
。
新
区
名
は
江
戸
城
の
城
門
名
と
幹

線
道
路
沿
い
の
地
名
か
ら
名
づ
け
ら

れ
、
現
在
の
中
央
区
は
日
本
橋
区
と
京

橋
区
。日
本
橋
区
は
江
戸
下
町
の
中
心
、

五
街
道
起
点
の
橋
で
あ
る
「
日
本
橋
」

か
ら
、
京
橋
区
は
日
本
橋
に
続
く
実
質

的
な
東
海
道
の
起
点
の
橋
で
あ
る
「
京

橋
」
か
ら
命
名
さ
れ
た
の
で
す
。
明
治

22
（
１
８
８
９
）
年
に
は
、
そ
の
15
区

を
市
域
と
す
る
東
京
市
特
別
市
制
が
施

行
さ
れ
、
東
京
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
、
隣
接
す

る
５
郡
を
合
併
し
た
20
区
を
新
設
し
て

35
区
制
に
な
り
、
昭
和
18
（
１
９
４
３
）

年
に
東
京
都
制
が
施
行
さ
れ
、
東
京
市

は
東
京
都
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

敗
戦
後
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
指
導
を
受

け
、
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
３
月
15

日
、
22
区
制
が
発
足
し
た
の
で
す
。
練

馬
区
が
板
橋
区
か
ら
分
離
独
立
す
る
の

は
、
同
年
８
月
１
日
の
こ
と
で
、
現
在

の
東
京
23
区
の
姿
に
な
り
ま
す
。

　

中
央
区
は
、
日
本
橋
区
と
京
橋
区
が

合
併
し
て
、
こ
こ
に
誕
生
し
ま
し
た
。

と
同
時
に
、
日
本
橋
区
と
京
橋
区
と
い

う
区
名
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

中
央
区
に
決
定
す
る
ま
で
は
紆
余
曲
折

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和
22
（
１
９
４

７
）
年
１
月
４
日
の
朝
日
新
聞
の
記
事

に
、
日
本
橋
・
京
橋
の
両
区
の
頭
文
字

を
採
っ
て
日
京
区
、
ま
た
「
お
江
戸
日

本
橋
」
の
歌
詞
か
ら
江
戸
区
、
大
江
戸

区
の
説
も
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
江
戸
区
だ
と
江
戸
川
区
と
間

違
わ
れ
る
と
の
逡
巡
も
見
え
ま
す
。

　

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
に
は
今
の

築
地
の
地
に
移
転
し
て
き
た
京
橋
図
書

館
。
当
時
の
住
所
は
東
京
市
京
橋
区
築

地
一
丁
目
28
番
地
で
す
が
、
位
置
は
現

在
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
１
１

１
年
目
を
迎
え
る
図
書
館
の
長
い
歴
史

の
中
で
、
京
橋
区
が
な
く
な
っ
た
も
の

の
、
図
書
館
の
名
前
に
は
残
っ
た
「
京

橋
」。
そ
れ
ゆ
え
、「
な
ぜ
、
京
橋
駅
か

ら
遠
い
の
に
京
橋
図
書
館
な
の
か
」
と

い
う
疑
問
が
生
ま
れ
る
結
果
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

◇
橋
が
な
い
の
に
京
橋

　

そ
も
そ
も
、
日
本
橋
区
の
区
名
の
由

来
で
あ
る
日
本
橋
は
現
在
も
日
本
橋
川

に
架
か
っ
て
い
ま
す
が
、
京
橋
区
の
区

名
の
由
来
で
あ
る
京
橋
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
京
橋
が
架
け
ら
れ
て
い

た
京
橋
川
が
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年

に
埋
め
立
て
ら
れ
た
た
め
、
そ
こ
に
架

か
っ
て
い
た
橋
も
撤
去
さ
れ
た
か
ら
で

す
。
昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
東
京
が
急
ピ
ッ
チ
で
姿
を

変
え
始
め
た
時
期
で
す
。

　

京
橋
川
は
、
徳
川
家
康
の
江
戸
入
り

後
の
慶
長
８
～
11
（
１
６
０
３
～
１
６

０
６
）
年
の
最
初
の
天
下
普
請
で
、
現

在
の
銀
座
一
丁
目
と
京
橋
三
丁
目
の
間

に
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
橋
が
創
架

さ
れ
た
の
が
慶
長
８
年
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
京
橋
の
創
架
も
そ
れ
と
同
時

期
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
京

橋
は
そ
の
後
、
明
治
８
（
１
８
７
５
）

年
に
石
造
ア
ー
チ
橋
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
親
柱
２
基
と
、大
正
11（
１

９
２
２
）
年
に
設
置
さ
れ
た
照
明
設
備

の
あ
る
親
柱
が
現
在
も
残
さ
れ
て
お
り

（
京
橋
三
丁
目
５
番
地
先
、銀
座
一
丁
目

２
番
・
11
番
地
先
）、
か
つ
て
の
川
の
名

残
を
か
す
か
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
明
治
時
代
の
親
柱
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
る
玉
ね
ぎ
の
よ
う
な
形
は
、
江

戸
時
代
の
橋
に
付
け
ら
れ
て
い
た
擬
宝

珠
を
模
し
た
も
の
で
す
。
擬
宝
珠
は
、

江
戸
市
中
で
は
日
本
橋
、
京
橋
、
新
橋

の
み
に
付
け
ら
れ
た
特
別
な
も
の
で
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
央
区
に
は
な
く
な

っ
た
川
や
橋
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
前
回
ま
で
の
特
集
で
書
か
れ
て

い
る
の
で
省
略
し
ま
す
が
、
日
本
橋
や

新
川
、
八
丁
堀
な
ど
の
町
名
、
鍛
冶
橋

や
三
原
橋
な
ど
の
交
差
点
名
等
、
現
在

残
っ
て
い
る
川
や
橋
の
名
前
に
は
歴
史

が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

か
つ
て
東
京
は
、
人
・
物
の
輸
送
に

は
主
に
船
を
利
用
し
て
お
り
、
水
の
都

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
中
央
区

も
然
り
で
す
。
そ
れ
ら
が
戦
災
残
土
処

理
や
昭
和
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

準
備
の
た
め
に
次
々
風
景
か
ら
消
え
、

人
々
の
記
憶
か
ら
も
消
え
か
け
て
い
ま

す
。
銀
座
が
川
に
囲
ま
れ
て
い
た
な
ど

と
、
現
在
の
姿
か
ら
は
想
像
で
き
ま
せ

ん
。
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◇ 

銀
座
だ
け
で
な
く
金
座
も
あ
っ
た
？

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
銀
座
。
中
央
区
と

い
え
ば
、
銀
座
が
思
い
浮
か
ぶ
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
銀
座
の
町

名
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
る
こ
と
は
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
銀
座

っ
て
銀
を
造
っ
て
い
た
の
？
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
の
回
答
は
、「
そ
の
通
り

で
す
」。「
銀
座
発
祥
の
地
」
碑
が
銀
座

二
丁
目
７
番
の
中
央
通
り
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
銀
座
の
町
名
は
、
ま
さ
し
く
銀

貨
を
鋳
造
し
、
管
理
す
る
「
銀
座
」
に

由
来
し
て
い
る
の
で
す
。
徳
川
家
康
は

江
戸
の
町
づ
く
り
と
同
時
に
、
法
律
や

通
貨
な
ど
の
し
く
み
も
整
備
し
ま
し

た
。
銀
座
は
、
慶
長
17
（
１
６
１
２
）

年
に
駿
府
か
ら
こ
の
地
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
寛
政
12
（
１
８
０
０
）

年
に
現
在
の
日
本
橋
人
形
町
一
丁
目
に

移
転
し
、
当
時
の
通
称
町
名
で
あ
る
蛎

殻
町
に
ち
な
み
蛎
殻
銀
座
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。

　

さ
て
、
銀
座
が
あ
れ
ば
、
金
座
も
あ

っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
ち
ら
も
中
央
区
に
あ
り
ま

し
た
。
金
座
通
り
が
浜
町
公
園
の
北
側

に
あ
る
の
で
、
地
元
の
方
は
知
っ
て
い

る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。明
治
２（
１

８
６
９
）
年
に
造
幣
局
が
設
立
さ
れ
る

ま
で
、
日
本
橋
に
金
座
が
存
在
し
て
い

た
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、「
座
」
と
い
う
の
は
、
幕

府
が
特
恵
主
義
に
基
づ
い
て
縁
故
の
個

人
な
ど
に
特
権
を
与
え
、
あ
る
物
品
に

対
し
て
独
占
権
を
与
え
た
も
の
で
す
。

そ
の
代
わ
り
に
各
々
の
「
座
」
に
は
、

一
時
的
も
し
く
は
永
久
的
に
運
上
金
ま

た
は
冥
加
金
（
営
業
税
）
を
上
納
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

　

金
貨
の
製
造
所
と
役
所
で
あ
る
金
座

を
設
け
た
の
は
、
慶
長
６
（
１
６
０
１
）

年
の
こ
と
で
し
た
。
金
座
は
、
現
在
の

日
本
橋
本
石
町
二
丁
目
１
番
に
あ
る
日

本
銀
行
本
店
の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
勘
定
奉
行
直
轄
の
下
、
後

藤
庄
三
郎
光
次
が
金
貨
鋳
造
の
命
を
受

け
、
監
督
を
し
て
い
ま
し
た
。
町
に
は

両
替
商
も
多
く
、
こ
の
金
座
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
と
も
と
は
両
替
町
と
い
う

町
名
で
し
た
。
し
か
し
、
京
橋
の
南
に

も
両
替
商
が
多
く
、
銀
座
が
移
転
し
て

き
た
た
め
、
こ
ち
ら
は
新
両
替
町
と
な

り
、
日
本
橋
の
方
は
本
両
替
町
と
し
て

区
別
し
ま
し
た
。
銀
座
は
明
治
２
年
に

正
式
な
町
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
名
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
金
座
の

近
く
に
あ
る
一
石
橋
は
江
戸
っ
子
ら
し

い
洒
落
で
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
金
座
を
監
督
し
て
い
る
後
藤
家

と
対
岸
に
あ
る
呉
服
商
の
後
藤
家
を
五

斗
と
読
み
替
え
、
２
つ
を
足
し
て
十
斗

＝
一
石
と
い
う
わ
け
で
す
。
た
だ
、
こ

れ
は
誤
り
で
、
永
楽
銭
と
い
う
通
用
禁

止
銭
を
回
収
す
る
際
に
永
楽
銭
１
貫
文

に
対
し
、
こ
の
橋
で
玄
米
１
石
と
取
り

換
え
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
説
も
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
説
に
は
続
き
が
あ

り
、
今
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
道
三

堀
（
内
濠
と
外
濠
を
結
ぶ
水
路
で
、
日

本
橋
川
に
つ
な
が
る
）
に
架
か
っ
て
い

た
銭ぜ
に

瓶が
め

橋
の
話
も
出
て
き
ま
す
。
回
収

し
た
永
楽
銭
を
瓶
に
入
れ
て
西
側
の
川

岸
に
積
ん
で
い
た
た
め
に
、
そ
こ
に
あ

っ
た
橋
に
銭
瓶
の
名
前
が
付
い
た
と
い

う
の
で
す
。
銭
瓶
橋
に
も
、
掘
削
し
た

際
に
銭
が
入
っ
た
瓶
が
出
て
き
た
と
い

う
由
来
な
ど
諸
々
あ
り
、
真
相
は
不
明

で
す
。

　

と
も
あ
れ
、
町
名
や
橋
名
に
お
金
に

関
す
る
話
が
絡
ん
で
い
る
の
は
、
日
本

橋
が
江
戸
時
代
か
ら
経
済
の
中
心
地
で

あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
中
央
通
り
で
あ
る
通
町
筋
と
金
座
の

北
側
を
走
る
本
町
通
り
の
江
戸
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
交
差
し
て
い
る
こ
の

付
近
は
、
江
戸
市
中
で
も
一
番
の
繁
華

エ
リ
ア
で
し
た
。
八
重
洲
一
丁
目
11
番

先
に
残
っ
て
い
る
一
石
橋
の
「
迷
子
し

ら
せ
石
標
」
は
、
当
時
の
迷
子
捜
索
に

利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
だ
け

人
出
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。�
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新
刊
案
内

安
政
コ
ロ
リ
流
行
記

 

仮
名
垣
魯
文
／［
著
］
白
澤
社

　

仮
名
垣
魯
文
の
「
安
政
箇
労
痢
流
行
記
」
の
原
文
と

現
代
語
訳
に
、
同
書
に
記
録
さ
れ
た
コ
レ
ラ
流
行
下
の

流
言
と
怪
異
、
護
符
に
つ
い
て
の
解
説
論
文
を
あ
わ
せ

て
ま
と
め
た
一
冊
。
未
知
の
感
染
症
に
対
す
る
不
安
と

恐
怖
に
、
江
戸
の
市
民
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
克

服
し
た
の
か
。
現
代
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

と
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
探
る
。

定
本
実
録
大
江
戸
奇
怪
草
子
（
新
装
版
）

 

花
房
孝
典
／
著　

天
夢
人

　

狐
狸
、
不
思
議
話
、
縁
起
由
来
の
三
つ
の
話
に
焦
点

を
当
て
、
江
戸
時
代
の
庶
民
生
活
の
裏
側
を
覗
く
伝
承

に
迫
る
。
曲
亭
馬
琴
の
「
兎と

園え
ん

小
説
」
や
根
岸
鎮や
す

衛も
り

の

「
耳み

み

嚢ぶ
く
ろ」

な
ど
、
江
戸
時
代
の
随
筆
や
風
聞
控
え
か
ら
選

ん
だ
、
不
思
議
で
怪
し
い
話
の
数
々
を
収
録
。「
方
位
・

方
角
」「
貨
幣
制
度
」
な
ど
江
戸
時
代
の
文
化
を
楽
し
む

た
め
の
資
料
集
も
掲
載
。

地
形
と
歴
史
で
読
み
解
く
鉄
道
と
街
道
の
深
い
関
係

 

内
田
宗
治
／
編
著　

実
業
之
日
本
社

　

明
治
の
鉄
道
開
業
時
か
ら
遡
り
、
東
京
の
鉄
道
路
線

が
地
形
と
ど
う
関
わ
り
な
が
ら
発
達
し
て
き
た
か
を
、

凸
凹
地
図
を
参
照
し
な
が
ら
読
み
解
く
。
東
京
の
鉄
道

の
歴
史
を
、
江
戸
時
代
の
街
道
や
近
代
の
道
路
と
の
関

係
を
も
と
に
記
し
、
鉄
道
と
街
道
が
担
っ
て
き
た
社
会

的
役
割
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

調
べ
も
の
にこ

の
１
冊

中
央
区
沿
革
図
集

（
京
橋
篇
・
日
本
橋
篇
・
月
島
篇
）

�

中
央
区
立
京
橋
図
書
館
／
編

　

中
央
区
の
こ
と
を
調
べ
る
上
で
、

も
っ
と
も
基
本
的
な
資
料
の
う
ち

の
一
冊
と
な
る
の
が
、
こ
の
「
中
央

区
沿
革
図
集
」。
江
戸
か
ら
現
代
ま

で
の
中
央
区
の
変
化
を
、地
図
を
中

心
に
適
切
な
解
説
や
文
献
資
料
な

ど
を
添
え
て
、特
徴
を
明
ら
か
に
し

た
地
図
集
で
す
。江
戸
の
商
業
活
動

の
一
大
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
当

時
の
姿
や
、
関
東
大
震
災
、
東
京
大

空
襲
に
よ
る
ま
ち
と
し
て
の
様
々

な
変
化
な
ど
、大
き
く
変
遷
し
て
き

た
中
央
区
の
沿
革
を
地
図
を
基
に

視
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。収

録
地
図

・
改
訂
「
江
戸
之
下
町
復
元
図
」

・
大
区
小
区
時
代
の
沽
券
図

・
大
正
12
年
関
東
大
震
災
火
流
図

・
昭
和
７
～
11
年
の
火
保
図

�

な
ど


